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内容の要旨及び審査の結果の要旨
欧米で開発されているセメントレス人工股関節ステムは，臼蓋形成不全が認められる二次性の変形性股関節症
(osteoarthrosisofthehip，ＯＡH）が特に多い曰本人の大腿骨においては，十分に適合しない場合がある。従って
日本人の○AH患者に最も適したセメントレスステムを開発するためには，曰本人の○AH患者の大腿骨の特徴を正確
に捉えることのできる大腿骨形態計測法を確立することが必要である。この観点に立って新しい大腿骨形態計測法を
考察し，その方法を用いて曰本人の○AH患者の大腿骨の捻れの計測を行った。
本計測法ではまず三次元コンピューター断層撮影（computedtomography，ＣＴ）画像より得られた大腿骨皮質外
縁と皮質内縁のデータを基として，ワークステーション上でコンピューター支援設計ソフトを用いて三次元立体モデ
ルを作成した。次にCT断面において，小転子頂部より18mm～102mmの各断面の皮質外縁の重心に対し最小二乗法によ
り直線を求め，これを骨軸として大腿骨の座標系を作成した。そして立体モデルを骨軸に垂直に６mm間隔で切り直し，
補正断面を新たに抽出した。本法はCT撮影時の肢位による影響がない，極めて再現性の高い計測法である。
大腿骨形態の特徴を捉えるために，本座標系で決定された面を捻れを計測するための基準として，骨頭中心から骨
軸への垂線とのなす角度を頚部前捻角，また補正断面の皮質外縁の主軸とのなす角度を大腿骨近位部の捻れ角とし，
OAH群110股，対照群36股に対し計測した。頚部前捻角に関しては，ＯＡＨ群の方が対照群より有意に平均値が大き
く，また幅広い分布を示した。ＯＡＨ群の67％が対照群と同じ計測範囲にあり，２９％が対照群より大きかった。さら
に大腿骨近位部の捻れ角は小転子下６mmのレベル以上でＯＡＨ群の方が対照群より有意に大きかった。またｏＡＨ群の
うち頚部前捻角が対照群より大きな群では大腿骨近位部の捻れ角も対照群より大きかった。このことからＯＡＨ群の
一部は頚部の前捻の影響を受けて，小転子遠位にまで捻れの影響が及んでおり，この捻れの強い群が二次性のＯＡＨ
に相当すると考えられた。
本研究によって○AH患者の大腿骨の捻れを正しく計測できる新しい形態計測法が確立された。この計測法は今後
日本人の○AH患者に適したセメントレス人工股関節ステムを開発するために極めて有用なものであり，股関節外科
学に寄与する労作と評価された。
－７７－
